
長崎県公立高校入試徹底分析【国語】 
 
【形式・難易度】 

試験時間 50分 配点 １０0点 

問題構成 

大問４題。文学的文章、古文、説明的文章、グラフや資料の読み取り、で大問一つずつ。 

一は文学的文章3３点。出典（『ヨンケイ！！』天沢 夏月）。論述問題は２問、配点は１２点。 

二は古文18点。出典（『耳嚢』）。論述問題は２問、配点は６点。 

三は説明的文章3３点。出典（『しあわせの哲学』西研）。論述問題は３問、配点は１４点。 

四はグラフや資料の読み取り1６点。話し合いの様子を読み取りながら、適切な資料の選択・解答が求められる。 

 
 令和４年度(202２) 令和３年度(202１)  令和２年度(2020) 平成3１年度(201９) 平成３０年度(201８) 

問題量（Ａ4で） ８ページ分 8ページ分 8ページ分 8ページ分 8ページ分 

小問数 26問 25問 24問 23問 24問 

論述問題の数 10問 ８問 ４問 ６問 ４問 

論述問題配点 41点 35点 26点 30点 23点 
 

【出題の傾向と対策】 

 

① 一文学的文章で登場人物の考えを論述する。解答欄の前後の問題から記述の仕方を考える。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

② 二現代語訳ができなければ、解けない問題が多数出現。日頃から重要古語の暗記が必要。 

 

 

 

 

 

 

③ 三説明的文章・文学的文章の中に毎年、知識事項・文法問題が出題されるので、対策が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R４ 一 

問三 
①
俺にとっての空斗さんが、翔にとっての塚本さんなんだろうなとは、どういうことか。解答欄に合う形で

三十字以内で書け。 

俺が空斗さんに影響を受けてリレーに取り組んだように、          ということ。 

空欄の前に書かれている内容をヒントにして、記述を完成させる。 

R４ 二 

問四 
③
立ち帰りしの主語として最も適当なものを次から一つ選び、その記号を書け。 

ア 親鶴 イ 雛 ウ 蛇 エ 鷲 文章全体から、内容を把握する必要がある。 

R４ 三 

問四 
  

線部Ａ～Ｄのうち、助動詞を一つ選び、その記号を書け。 

Ａ 中学生になり Ｂ したことのない Ｃ すごいなあ Ｄ もらいたい 

 

文法の問題が出題。教科書に出ているレベルの知識を確実に理解しておく必要がある。 
。 



④ 四話し合いの文章と５つの資料から必要な情報を取捨選択することが必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R４ 四 

問一 【発表原稿】の   にあてはまる内容を、Ｂさんの発言全体をふまえて三十字以内で書け。 

 
 
 
 
 
 
 
問三 ―線部②とあるが、資料５はどのような工夫がなされているか。【発表原稿】に書かれていること以外の工夫を

二つ、それぞれ十五字以内で書け。 
 
 
 
 
 

解答 R４  一 問三 （例）翔も塚本さんに影響を受けて酪農の道に進むことを目指している 

    R４  二 問四 エ 

    R４  三 問四 D 

    R４  四 問一 （例）増えており、その国籍・地域の公用語もさまざまである 

    R４  四 問三 工夫１ （例）漢字にふりがなを付ける。 

    R４  四 問三 工夫２ （例）二つの文に分けて書く。 

 

 

Bさんの会話から、どの資料が必要か判断をする必要がある問題。その上で、資料から必要な情報を読
み取り、記述としてまとめる必要がある。 

 

  

【話し合い】でCさんが言っている工夫を把握し、それ以外の工夫を資料から見つけなければならない問題。限
られた試験時間の中で、間違った情報を読み取らないようにする練習が必要。 



長崎県公立高校入試徹底分析【数学】 
 
【形式・難易度】 

試験時間 50分 配点 100点 

問題構成 

大問は６題で，大問１が小問集合，大問２が確率・資料の整理・式の証明・方程式の文章題，

大問３が 2 乗に比例する関数，大問４が立体図形，大問５が平面図形，大問６が規則性などの

会話形式の問題である。三角定規とコンパスを使った作図問題も出題される。記述・作図の配

点は割合は低い。今年度は図形の証明が穴埋めになったため，さらに記述の配点が減少した。 
 

 令和4年度(2022)  令和３年度(2021)  令和2年度(2020)  平成31年度(2019) 平成30年度(2018) 

問題量（Ａ4で） ６ページ分 ６ページ分 ６ページ分 ６ページ分 ６ページ分 

小問数   38問   35問  33問 34問  38問 

論述問題の数 2問 3問 3問 4問 3問 

論述問題配点 6点 10点 10点 14点 10点 

 

【出題の傾向と対策】 

① 大問１の小問集合は，全範囲の単元から基本問題を中心に幅広く出題されるため，教科書レベルの

問題を中心に各単元の基本的な解法・公式を抜けなくしっかりとおさえておきたい。大問２は，確

率の問題や資料の整理の問題が出題されることが多い。確率では，さいころ・玉・カードに図形や

数直線などを融合させた問題が出題されており，難易度は高い。資料の整理では，度数分布表やヒ

ストグラムを利用した代表値の問題や式の証明の記述が出題される。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 大問３の関数の問題では，基本の変域や直線の式の求め方から，三角形の面積や等積変形を利用し

て解く問題など，関数と図形の融合した応用問題まで出題される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R4 ３ 問４ 図２，図３のように， y 軸上に点Ｐ(0，t )をとる。点Ｐを通り， 

x軸に平行な直線をとし，直線と線分ＯＡの交点をＱとする。 

ただし， 20  t  とする。 

(2) 図において，直線が△ＯＡＢの面積を2等分するとき，t の値を求めよ。 

② 面積や線分の長さを求める問題がよく出題される。また，点の座標を

文字で表し，方程式をつくって解く問題もよく出題される。 

R4 ２問１ 右の図は，35人の生徒について実施した10点満点のテス

トＡの得点の結果をもとに作成したヒストグラムである。 

 

(1) テストＡの得点の平均値は 7.6 点であった。このとき，テストＡの

得点の平均値，中央値(メジアン)，最頻値(モード)の大小関係は次

の不等式のようになる。  (ア)  ＜  (イ)  ＜  (ウ) . . 

 (ア)  ～  (ウ)  にあてはまる語の組み合わせとして，正しいも

のを次の①～⑥の中から1つ選び，その番号を書け。 

①  表やグラフの読み取り問題は頻出である。代表値

を求める問題だけでなく，それらを使って，方程式

を立てる問題も出題される。確率の問題では，樹形

図を書かせたり，すべての場合を調べさせたりと，

ただの計算ではない記述問題が出題されている。 
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① 平均値 中央値 最頻値 

② 平均値 最頻値 中央値 

③ 中央値 平均値 最頻値 

④ 中央値 最頻値 平均値 

⑤ 最頻値 平均値 中央値 

⑥ 最頻値 中央値 平均値 

 



③ 大問４の立体図形の問題では，体積・表面積などの基本的な問題や，見取り図や切断面の形など立

体を平面的に把握する問題が出題される。求積に関する公式は確実に覚えておきたい。大問５の平

面図形の問題では，合同や相似の証明以外にも，二等辺三角形であることの証明など，合同や相似

を用いないパターンも出題されるため，様々な証明問題に取り組んでおく必要がある。円をテーマ

にした問題も多く，円周角の関係や円を用いた相似パターンもおさえておく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  大問６は規則性をテーマに会話形式の文章題が出題されることが多い。2022年度は会話形式の

関数の応用の文章題が出題されたが，その内容は思考力を問われるものであった。文章量は多いが，

問１，問２は比較的得点しやすいので，あせらず最後まで解くようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R4 ４ 図１，図２のように，直方体ＡＢＣＤＥＦＧＨが

あり，ＡＢ＝2cm，ＡＤ＝4cm，ＡＥ＝3cmである。 

問３  図２のように，直方体ＡＢＣＤＥＦＧＨを平面Ｂ

ＦＨＤで 2 つに切り分ける。そして，合同な面で

ある△ＨＦＧと△ＢＤＡを，対応する頂点どうし

がそれぞれ重なるようにはり合わせて，図４のよ

うな三角柱ＢＣＤＨＥＦをつくる。 

 

 (2) 図４において，辺ＣＤ上を動く点をＰとする。2 つの線分ＢＰ，ＰＦの長さの和 ＢＰ＋ＰＦ が最小となる

とき，線分ＰＣの長さは何 cmか。 

 ③ 大問4・５では，問1・2はオーソドックスな問題が多いので確実に正解したい。問3以降は条件

が追加され，難易度が上がる。相似な図形，立体を利用した解法はしっかりと練習しておく必要があ

る。大問5の平面図形では，「図形の折り返し」，「図形の回転」などを題材にした問題もよく出題さ

れている。過去問だけでなく，様々な平面図形の問題を練習しておきたい。 

R4 ６ 里香さんと卓也さんは，自然数に次の【操作】を行ったときの数の変化について，先生と

話をしています。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

。 

 

 

 

 

問１ 下線部①について，次の文の  (ア)  ～  (エ)  にあてはまる数を答えよ。 

2022に【操作】を1回行った後の数は  (ア)  である。2022に【操作】を3回続けて行った後の数は 

 (イ)  である。2022 に【操作】を 20 回続けて行う間に， (イ)  は  (ウ)  回出現する。2022 に【操

作】を1000回続けて行った後の数は  (エ)  である。 

 

解答 R4 ２ 問1(1) ① R4 ３ 問４(2) 64    R4 ５ 問４(2)  
5

4
 (cm) 

R4 ６ 問１ (ア) 210  (イ) 6  (ウ) 3  (エ) 24 

④ 問１は，１つ１つ丁寧に調べて，複雑なルールから確かなことを推察する。それを用いて問２以降の

問題をとくといったタイプの問題の練習を過去問でする必要がある。また等差数列など，比較的易しい

規則については，公式などを予め覚えておきたい。また，根拠を記述させる問題も出題されるため，普

段から理由を文章で表す練習をしておきたい。 

一の位と，一の位を取り去った数に分ける。一の位の数を 4 倍した数を，一の位を取り去った数に加

える。ただし，1けたの場合は，4倍することにする。 

【操作】 

先生：【操作】について確認してみましょう。例えば，2345に【操作】を行った場合，一の位の 5と，一の位

を取り去った数 234に分けます。一の位の数 5を 4倍した数 20を，一の位を取り去った数 234に加え

ると， 2542023445234   となります。 

 また，3に【操作】を行った場合，3は1けたなので， 1243   となります。 

里香：私もやってみます。254 に【操作】を行うと， 414425   となります。続けて 41 に【操作】を行

うと， 8414   となります。さらに続けて8に【操作】を行うと， 3248   となります。 

先生：その通りです。では，①2022に【操作】を何回か続けて行うと，数はどのように変化するでしょうか。  

[会話１] 
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長崎県公立高校入試徹底分析【社会】 
 
【形式・難易度】 

試験時間 50分 配点 100点 

問題構成 

大問6題, 地理・歴史・公民ともに大問2題ずつ出題。 

歴史は近世までの大問で16点, それとは別に近世以降の大問で18点の計34点。 

地理は日本地理の大問で17点, 世界地理の大問で17点の計34点。 

公民は政治分野を中心で14点，経済・国際分野で18点の計32点。 
 

 令和４年度（2022） 令和3年度（2021） 令和2年度(2020)  平成31年度(2019) 平成30年度(2018) 

問題量（Ａ4で） ８ページ分 ８ページ分 ８ページ分 ８ページ分 ８ページ分 

小問数 37問 40問 38問 43問 43問 

論述問題の数 5問 ６問 ６問 ７問 ６問 

論述問題配点 16点 21点 20点 20点 19点 

【出題の傾向と対策】 

①  歴史では，資料を参考とした論述問題が出題されるため，内容まで説明できるようにしておく。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②  年表中のある期間におきた出来事に関する問題がよく出題されるので,出来事の前後関係やどの時

代に起きた出来事か整理して覚えておく。 

③  歴史では，日本の出来事だけではなく，海外の出来事も出題される。特に中世以降の出題が多いた

め，内容をしっかり確認しておく。 

④  日本地理では，地形図から読み取れる内容について問う問題が毎年出題されているため，地図記号

や縮尺・方位などを把握し，地形図を正しく読み取れるかどうかが鍵となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 説明文から都道府県を考えさせ，その県庁所在地を漢字指定で答えさせる問題が，毎年出題されて

いる。どこの県庁所在地が出題されても大丈夫なように漢字で書けるかを確認しておくこと。 

 

R4 １ 

問５ 次の文は，Ｓの期間に制作された右の資料について、かすみさんとまさおさんの

間で交わされた会話の一部である。文の  Ｔ  にあてはまる内容を簡潔に書け。 

 

Ｒ３ ４ 

問１（１）地形図の   で示された①～④の範囲にみられるそれぞれ

の地図記号と，施設の組み合わせとして，正しいものは次の

ア～エのどれか。 

    ア ①－高等学校   イ ②－消防署   

ウ ③－警察署    エ ④－寺院 

  （２）地形図のＡ～Ｄで示した地点のうち，標高が最も高い地点

を選び，その記号を書け。 

④ 地形図に関する問題は毎年出題されている。実際の距離の計算，
地図記号の読み取り，等高線の読み取りなど幅広く出題される。 
※昨年度は地形図を読み取る論述問題が出された。 

⑤ ほとんどの年で問われているのは,県庁所在地名が都道府県名とは異なる場所である。 

かすみ：資料は『解体新書』の扉絵だね。『解体新書』はオランダ語で書かれた

医学書を翻訳したものだよ。 

まさお：オランダ語で西洋の学問や文化を学ぶことを蘭学といったけど，当時，

なぜオランダ語で学んだのだろうか。 

かすみ：それは江戸幕府が  Ｔ  からだよ。（以下略） 

①  出来事だけではなく，深い内容まで考える問題も多い。 

地形図 



⑥ 地理では，説明に必要な資料を選ばせる形式の論述問題が出

題されているため，知識だけではなく，資料から何が読み取れ

るかを考え，文章を作る練習をする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 
 
⑦ 公民分野の論述では，仕組みについての知識を前提とした論述問題にも慣れておこう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 論述問題は，答えを書く前に聞かれていること，使わないといけない資料・語句，文末表現などを確

認してから書き始めよう。 

 

 

 
 
⑨ 各分野の正誤問題が入試で聞かれることが多いため，語句をそのまま覚えるのではなく，意味や内

容も覚えておくこと。自分の言葉で説明できるようにしよう。 

 

 

 

 

 

 

解答 Ｒ４  １ 問５ Ｔ（例）（鎖国政策を実施して）ヨーロッパの国々との通商をオランダに限定した 

Ｒ３  ４ 問１（１） イ  （２） Ｃ 

Ｒ２  ４ 問２ａ Ｕ   b（例）水力発電より二酸化炭素の排出量が多い火力発電の割合が高い 

Ｒ３  ５ 問６（例）長崎県の人口10万人あたりの弁護士数は全都道府県の平均よりも少ないが，法テラ

スの事務所数は最も多い。 

R2 ４ 

問２ 世界各国でガソリン車から電気自動車（ＥＶ）への転換を目指す

「ＥＶシフト」が広がっている。下の表Ⅲは，自動車一台が１km走

るときの二酸化炭素排出量（g/km）を示したものである。また，次の

文は表Ⅲをもとに述べたものである。文の  ａ  には資料のＳ～

Ｕから適切なものを一つ選びその記号を書き， ｂ  にはあてはま

る内容を簡潔に書け。ただし， ｂ  には次の語（二酸化炭素）を

必ず用いること。なお，具体的な数値を示す必要はない。 
 

 

⑧ 論述問題は，文の一部を答えるものや理由を答えるものなど色々なパターンで出題される。会話文や説明文の空
欄を埋める問題の場合，空欄の続きの文章に繋げられるように，文末表現に気をつけよう。指定語句がはっきり書
かれておらず，「ただし○○についてふれること」となっている場合もあるので注意が必要だ。 

Ｒ3 ５ 

問６ 表Ⅰは，各都道府県における人口 10 万人あたりの弁護士数をもとにまとめたものである。また，表Ⅱは，各

都道府県に設置された法テラスの事務所数をもとにまとめたものである。表Ⅰ，表Ⅱから，長崎県について読み

取れることを簡潔に書け。なお，具体的な数値を示す必要はない。 
 

表Ⅰ 
人口10万人あたりの 

弁護士数 都道府県名 

40人以上 東京都，大阪府 

18～39人 北海道，京都府，他6県 

12～17人 高知県，鹿児島県，他20県 

11人以下 埼玉県，長崎県，他13県 

※人口10万人あたりの弁護士数の全都道府県における平均は，
17.7人。 

（『弁護士白書2018年版』から作成） 

表Ⅱ 
法テラスの 

事務所数 都道府県名 

7か所 長崎県 

6か所 北海道 

5か所 鹿児島県 

4か所 埼玉県，東京都，高知県，他5県 

3か所 
以下 

京都府，大阪府，他34県 

（『法テラス白書平成30年度版』から作成） 

 

⑦ 公民分野の論述
は，指定語句を使っ
た問題が多いが，前
提となる知識を覚え
ておかないと歯が立
たない論述問題が出
題される年もある。
制度や仕組みを整理
して覚えておく必要
がある。 

資料 

Ｓ 人口百人あたりの電気自動車台数 

（2017年） 

Ｔ 電気自動車千台あたりの公共充電設備 

（2018年） 

Ｕ 発電量の内訳（2016年） 

⑥ ノルウェーでは

「水力」が，日

本では「火力」

の割合が高いこ

とがわかる。 

表Ⅲによると，電気自動車はガソリン車に比べて二酸化炭素排出量が

少ないことがわかる。さらに，ノルウェーと日本の電気自動車の二酸

化炭素排出量を比べると大きな差があることが読みとれる。このよう

な大きな差が生じる理由について，資料の  ａ  を用いて考える

と，ノルウェーに比べて日本は  ｂ  からであるといえる。 

⑥ 限られた時間制限の中で，長い会話文や複数の資料を読み取ることの
対策は必須である。 

  
自動車一台が１km走るときの 

二酸化炭素排出量(ｇ/km) 

  
エネルギーを 

つくる時 
走行時 総 量 

ガソリン車 世界平均 25 107 132 

電気自動車 
ノルウェー  1   0   1 

日   本 59   0  59 

 

表Ⅲ 

（注）「エネルギーをつくる時」は，自動車一台が１km走るために必要なガソリン

または電気をつくるときに排出される二酸化炭素排出量を示している。 

（経済産業省資料から作成） 



長崎県公立高校入試徹底分析【理科】 
 
【形式・難易度】 

試験時間 50 分 配点 100 点 

問題構成 

大問８題。生物・物理・化学・地学の分野ごとに大問２題ずつ出題される。 

１・５に生物，２・６に物理，３・７に化学，４・８に地学が出題され，配点は各分野25 点

ずつ。各大問の小問数は５問，計40 問程度。 
 

 令和４年度(2022) 令和3年度(2021) 令和2年度(2020) 平成31年度(2019) 平成30年度(2018) 

問題量(Ａ4 で) 8 ページ分 8 ページ分 8 ページ分 8 ページ分 8 ページ分 

小問数 38 問 35 問 35 問 39 問 41 問 

論述問題の数 3 問 7 問 5 問 7 問 7 問 

論述問題配点 9 点 23 点 16 点 21 点 18 点 

 

【出題の傾向と対策】 

①  実験や観察の結果から答えを考えさせるだけでなく，その答えになる「理由」を説明させる問題。

結果を押さえておくだけでなく，なぜそのような結果になるのかを考えておくことが重要！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
②  組んで(両方合って）正解の問題が複数出題されるため，知識事項を確実に押さえておくことが

必要。令和４年度は４問,12 点だったが，令和３年度は９問，32 点がこの形式。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R4 ４(一部抜粋) 

問３ 図３は、地震Ａとほぼ同じ位置の震源で発生した地震Ｂについて、図１と同じ観測点において観察された

震度１以上の震度分布を示している。地震Ａ、地震Ｂのうち、マグニチュード（Ｍ）の値が大きい地震はど

ちらか、記号で答えよ。また、そのように考えられる理由を説明せよ。 

 

 

 

 

 

 

図から「各地点での震
度が大きくなってい
る」ことや、「地震の
ゆれが伝わっている範
囲が広くなっている」
ことを読み取り答える
必要がある。 

R3 ５(一部抜粋) 

【実験】 

手順１ 試験管Ａにはタンポポの葉を入れた状態で、試験管Ｂには何も入れない状態で、

両方の試験管にストローで息をふきこんだ。 

手順２ 図４のように、試験管Ａと試験管Ｂにゴム栓をし、太陽の光を30分間当てた。 

手順３ 試験管Ａと試験管Ｂに、それぞれ静かに少量の石灰水を入れ、再びゴム栓をして

よく振った。 

問４ 実験についてまとめた次の文の（ ① ）にはＡまたはＢを、（ ② ）には適する

語句を、 ③ には適する説明を入れて、文を完成せよ。 

 
 手順３の結果、石灰水がより白くにごったのは試験管（ ① ）である。石灰水のにごり方のちが

いは、試験管内の（ ② ）の量に関係している。試験管Ａ内と試験管Ｂ内で（ ② ）の量にちが

いが見られた理由は、試験管Ａ内で、     ③     と考えられる。 

「石灰水が白くにごる」という言葉から「二酸化炭素の増減」に着目して解答する必要がある。 
石灰水が白くにごる → 二酸化炭素がある。試験管Aでは光合成が行われている → 二酸化炭素が減少する。 

図４ 



 

③  令和２年度，平成 29 年度では出題されなかったが，作図問題は毎年のように出題されている。

特に物理分野（２・６）で出題されることが多いので，練習をしておこう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 化学反応式やイオンに分かれる式は毎年のように出題されている。化学式・イオン式はきちんと

暗記する必要がある。 

 

＋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答  

R４ ４問３ 記号：Ａ 

       理由：震度１以上のゆれが伝わっている範囲が広いから。[同意可][完答] 

R３ ５問４① Ｂ 

      ② 二酸化炭素 

      ③ タンポポの葉が光合成を行うときに二酸化炭素を使ったから[同意可][完答] 

R４ ２問２ 図２参照 

Ｒ３ ６問３ 図３参照 

Ｒ４ ７問３ Ｚｎ→Ｚn２＋＋２ｅ－[完答] 

Ｒ３ ７問１ Ｆｅ＋Ｓ→ＦｅＳ[完答] 

R４ ２  

問２ 点Ｂを高さの基準として、点Ａで小球がもつ

位置エネルギーの大きさをａとする。小球が区

間ＣＤＥを運動するときの、点Ｃから測った水

平方向の距離と小球の位置エネルギーの大き

さの関係が図２の破線のようになるとき、点Ｃ

から測った水平方向の距離と小球の運動エネ

ルギーの大きさの関係を表すグラフを、解答用

紙の図２に実線でかけ。 

 

R3 ６  

 図３のように、ある液体を注いだ容器の底に硬貨を置いて、点Ａから見たと

ころ、硬貨の中心点Ｂは点Ｃにあるように見えた。 

問３ 硬貨の中心点Ｂが点Ｃの位置に見えたことをふまえて、点Ｂから点Ａに向

かう光の道すじを解答用紙の図３にかけ。 

他に、Ｈ31３「化学変化のモデル式」，５「細胞分裂の染色体」，６「小球にはたらく重力」， 
Ｈ30２「小球の速さと時間のグラフ」，Ｈ28６「ばねばかりの値のグラフ」などが出題されている。 

Ｒ４ ７ 

問３ 亜鉛板の表面で起こった変化を、例のように化学式と電子ｅ－を使って反応式で表せ。 

  例 ２Ｈ＋＋２ｅ－→Ｈ２ 

 

Ｒ3 ７(一部抜粋) 

問１ 鉄と硫黄が化合する反応を化学反応式で書け。 

 

 
最近ではＨ29 以外，毎年出題されている。化学式・化学反応式を練習しておくことが必要である。 

図３ 

図２                 図３ 



長崎県公立高校入試徹底分析【英語】 
 
【形式・難易度】 

試験時間 50分 配点 100点 

問題構成 

大問4題。リスニング・対話文・英作文・長文の構成。 
大問１はリスニング20点。大問２は資料を用いた対話文読解30点。大問３は部分英作文14

点。大問４は長文読解36点 

 
 令和４年度 

(202２)  

令和3年度

(2021)  

令和2年度

(2020)  

平成31年度

(2019) 

平成30年度

(2018) 

問題量（Ａ4で） 8ページ分 8ページ分 8ページ分 9ページ分 9ページ分 

小問数 34問 31問 31問 34問 33問 

論述問題の数 8問 8問 10問 11問 8問 

論述問題配点 33点 35点 40点 38点 33点 

【出題の傾向と対策】 

① リスニング問題。問1の絵や図を見て答える問題では、リスニングが1回しか放送されなかった。

問 2～3 は例年通り２回放送された。去年まであった記述問題はなくなり、すべて記号問題であっ

た。聞き取りによる内容把握がいかに正確にできているかを測ることに特化した問題の作りになって

いる。問1では事前に図表の内容を把握し、問2では選択肢をよく読み込み、問3では事前に問題

を読む時間をもらえるので質問と資料の内容を素早く確認すると良い。 

② 対話文読解。資料の読み取り・英作文・語形変化など、知識を問う問題から思考力・判断力・表現 

力を問う問題まで幅広く出題された。会話の流れに沿って、該当する資料を確認しながら読み進める 

ことが重要。対話文中に太字で印字されている語句が資料のタイトルと一致しているので、目印にす 

るとよい。整序英作文の出題はなくなったが、語形変化・適語補充問題は出題されているため、基本

的な文法知識を身に着けておくことが必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 問５ 

本文の要約問題。流れは本文と同様なので、対話文の上から順に確認し、適切な単語を考えよう。 



③ 英作文。部分英作文２問と条件付き自由英作文１問が出題された。部分英作文は前後の会話の流れ 

やイラストから適切な内容を推測し記述する。条件付き英作文は語数指定があるため注意が必要だが、 

テーマは頻出の内容であるため、各県の過去問で練習することが有効。入試までに、自分なりの「減 

点されない」英作文のパターンを身に着けておこう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
④ 長文読解問題。例年通り物語文である。英語記述問題はないが、日本語記述問題が４問あった。 

また、今年度は４つの英文を時系列順に並べ替える問題が出題されており、長崎県としては新傾向と

なっている。その他、内容正誤問題など、設問の該当箇所周辺だけ読んで解くといった方法では対応

できない問題が数問出題されており、単語数の多い本文全体に目を通す必要がある。そのため、普段

の演習時も時間を意識し、できるだけ速く本文を読む練習をしておくとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 問１ 

Bの答えはリーフレットの中から

探す。リーフレットには「（コンサ

ートを聴きに来た人が）ギターの指

導を受けることができる」とある

が、Bが入る文の主語はthe guest

（＝鈴木先生）であることに注意し

よう。部分英作文とはいえ、英文全

体を見渡すこと。 

４ 問４ 

それぞれの登場人物の回想が入るため、出てきた順 ＝ 出来事順とはなっていない。時系列を整理しな

がら問題を解こう。 

 


